
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（10月1日現在）●人口210,301人（男105,229人・女105,072人）●世帯数 77,885戸 

広報  200769

９月30日・10月７日の２日間、「第３回市民総合体育大会」が市内の各競技施設で開催されま
した。秋晴れの空の下、出場した各地区の代表選手は熱戦を繰り広げ、スポーツによる交流を深
めていました。 

◆主な内容◆ 

11.1

公正で開かれた市政を！  守ります！あなたの個人情報 ･･p.2～3 
ぐんまちょい得キッズパスポート ･･････････････････････p.4

市民病院職員募集  ･･････････････p.4 
第３回市民総合体育大会の結果 ･･･p.5



2

市
の
機
関
が
持
っ
て
い
る
行
政

情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請

求
に
よ
っ
て
公
開
し
、
市
政
へ
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
制
度
で
す
。

◆
行
政
情
報
と
は
？

次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
も
の
が
請
求
の
対
象
と
な
る

行
政
情
報
で
す
。

●
市
の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
、

ま
た
は
取
得
し
た
文
書
な
ど
で
あ

っ
て
、
決
裁
な
ど
の
手
続
き
が
終

了
し
、
市
の
機
関
が
管
理
し
て
い

る
も
の

●
平
成
17
年
１
月
１
日
以
降
に
市

の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
、
ま
た

は
取
得
し
た
文
書
な
ど

◆
請
求
で
き
る
人

●
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

●
市
内
の
事
務
所
や
事
業
所
に
勤

務
す
る
人

●
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

●
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
が
あ

る
個
人
や
法
人
そ
の
他
の
団
体

●
市
の
行
政
に
直
接
的
な
利
害
関

係
の
あ
る
人

市
の
機
関
が
持
っ
て
い
る
個
人

情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
た
め
の

ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自

己
情
報
（
自
分
の
個
人
情
報
）
の

開
示
や
訂
正
、
利
用
停
止
を
請
求

す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ

り
、
個
人
の
権
利
や
利
益
を
守
る

制
度
で
す
。

◆
個
人
情
報
と
は
？

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、
ま
た

は
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に

よ
り
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

◆
開
示
な
ど
を
請
求
す
る
権
利

誰
で
も
自
己
情
報
に
つ
い
て
、

次
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

開
示
の
請
求

自
己
情
報
の
開
示

を
請
求
で
き
ま
す

訂
正
の
請
求

自
己
情
報
に
事
実

と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
は
訂

正
を
請
求
で
き
ま
す

利
用
停
止
の
請
求

自
己
情
報
が

条
例
で
定
め
る
制
限
を
超
え
て
収

集
さ
れ
た
と
き
や
目
的
以
外
に
利

用
ま
た
は
外
部
提
供
さ
れ
た
と
き

は
利
用
の
停
止
を
請
求
で
き
ま
す

本
市
で
は
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
行
政
情
報
（
公

文
書
）
や
個
人
情
報
の
管
理
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り

一
層
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
内
線
2
2
5
8
）

　市民の公開請求する権

利を保障するためには、対

象となる行政情報が適正に管理

されている必要があることから、

行政情報の適正な管理をより一

層推進し、情報公開制度の円滑

な運営に努めていきます。 

　市の機関が持っている

市民の皆さんの個人情報の

適正な維持管理を推進するため、

各課に個人情報保護管理者や個

人情報保護主任を置くなど、個

人情報の保護に関する管理体制

を整備しました。 

条例 
改正 

行政情報の適正管理 個人情報の適正管理 

情

報

公

開

制

度

個
人
情
報
保
護
制
度



情報公開制度・個人情報保護制度の請求から公開（開示）まで 

請求の相談や受け付け 
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公正で開かれた市政を！　守ります！あなたの個人情報

◆請求の方法

市政運営に関する情報を知りたいときは情報公開制度を、

自分の情報が知りたいときは個人情報保護制度を利用します。

請求書に住所・氏名・知りたい情報の内容などを記入し、提

出してください。

※個人情報保護制度を利用する場合は、本人であることを

証明する書類が必要です

◆公開（開示）できない情報

請求のあった行政情報や自己情報は、原則として公開（開

示）されますが、事務事業の性質上、公開（開示）できない

情報もあります。

◆請求に必要な費用

手数料は無料です。ただし、写し（コピー）の交付が必要

な場合は、公開（開示）を実施する際、写しの交付に要する

費用が必要となります。

●白黒　　１枚10円

●カラー　A4版＝１枚50円、A3版＝１枚100円

公開（開示）の場合 

請求者 市民情報コーナー 

各担当課 

各担当課 

請求者 

決定通知書 

個人情報保護審査会 
情報公開審査会 

非公開（非開示） 
などの場合 

公
開（
開
示
）の
請
求 

相談・受け付け 

公開（開示）または 
非公開（非開示）な 
どの決定 

閲覧・視聴・写しの交付 

決定通知 

不
服
申
し
立
て 

（
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
） 

不
服
申
し
立
て
に
対
す
る
決
定 

諮問 

答申 

請求から公開（開示）までの流れ 

《皆さんへのお願い》
●請求をする場合は、知りたい情報をできる限り特定す
るとともに、公開（開示）を受けた場合は、これによっ
て得た情報を適正に使用してください。
※市民情報コーナーで請求をする場合は、受付担当職
員と相談をしながら請求書に記入することもできます
●個人情報保護の重要性を十分に理解し、自分の個人情
報の適正な管理に努めるとともに、他人のプライバシー
を侵害することのないように努めてください。

本庁本館本庁本館１階 

あずま支所支所 

境支所境支所 

赤堀支所赤堀支所 

本庁本館１階 

あずま支所 

境支所 

赤堀支所 

情報公開の総合的な推進
市民の皆さんに市の仕組みや事業の内容、計画など

を理解していただき、市政に対する的確な認識に基づ
いた市民参加を促進するため、行政情報の公開や情報
提供などを積極的に行い、情報公開の総合的な推進を
図っていきます。請求によらなくても公開できる情報
もありますので、気軽にご相談ください。

本庁本館１階にある市民情報コーナーは、請求の相談

や受け付けなどを行う情報公開制度と個人情報保護制度

の総合案内窓口です。各種行政資料を備え付け、誰でも

自由に閲覧することができます。また、インターネット

の閲覧もできますので、気軽にお越しください。

なお、各支所１階にも市民情報コーナーを開設し、各

種行政資料を閲覧することができるようになりましたの

で、ご利用ください。
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県
と
市
で
は
、
地
域
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
家
庭

を
応
援
す
る
「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を
始
め

ま
す
。
妊
娠
中
の
人
と
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
配
布
す

る
「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
（
ぐ
〜
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー

ト
）」
を
県
内
の
協
賛
企
業
・
店
舗
に
提
示
す
る
と
、
割
り
引
き
や
ポ

イ
ン
ト
加
算
、
優
待
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
応
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ぐ
ん
ま
子
育
て
応
援

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン（http://kodom

o.pref.g
unm

a.jp/

）」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課（
内
線
2
1
1
7
）

市民病院では、平成20年1月採用の職員を次のとおり募集します。
申込書は、市民病院2階総務課で交付しています。また、市民病院ホー

ムページ（http://www.hospital.isesaki.gunma.jp/）から印刷するこ
ともできます。
なお、郵送などによる書類の請求、提出はできません。本人または代

理の人が直接手続きをしてください。
書類の提出・問い合わせ 市民病院総務課（蕁25－5022）

申込書交付・受付期間 11月16日（金）まで
※土・日曜日は除きます

受付時間 午前9時～午後5時
職種および採用人員
●保健師＝若干名
●看護師＝若干名
●准看護師＝若干名
住所要件 通勤可能な範囲に在住の人

受験資格
●保健師＝昭和42年4月2日以降に生まれた人で、保健師として3年以
上の業務経験があり、必要な免許を有する人
●看護師・准看護師＝昭和42年4月2日以降に生まれた人で、必要な免
許を有する人
試験日 11月29日（木）
試験方法 面接試験・健康診断
給与その他の条件 市の条例などの規定によります

小
・
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）、

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
が

い
る
世
帯
に
は
、
各
学
校
（
所
・

園
）
を
通
じ
て
交
付
し
ま
す
。

妊
娠
中
の
人
や
、
中
学
生
以
下

で
ど
こ
に
も
通
っ
て
い
な
い
子
ど

も
が
い
る
世
帯
に
は
、
児
童
家
庭

課
ま
た
は
各
支
所
福
祉
課
で
交
付

し
ま
す
の
で
、
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ

て
い
る
店
舗
な
ど
で
、「
ぐ
〜
ち

ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

配

布

方

法

利

用

方

法

事業の趣旨に賛同し、「ぐ～ちょきパスポート」を提
示した人に、特典サービスなどを提供していただける
協賛企業・店舗「ぐ～ちょきショップ」を随時募集し
ています。
ぐ～ちょきショップは、子育て応援ポータルサイト

「ぐんま子育て応援インフォメーション」に、企業・店
舗の名称や所在地、サービスの内容などが掲載されま
す。また、協賛ステッカーを店舗などに掲示していた
だきます。
※登録料はかかりません

申込方法 申込書に必要事項を記入し、直接または送
付、ファクスで児童家庭課へ
※申込書は、児童家庭課・各支所福祉課に用意して
あります。また、ぐんま子育て応援インフォメーシ
ョンからダウンロードすることもできます
あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所
児童家庭課
ファクス番号 26－1808



5

総　合　成　績 

種　　目 1位 2位 3位 
種目別成績 

陸上（男） 
陸上（女） 
ソフトボール（男） 
ソフトボール（女） 
バレーボール（男） 
バレーボール（女） 
ソフトテニス 
卓球 
弓道 
柔道 
剣道 
テニス 
綱引き 
ゲートボール（男） 
ゲートボール（女） 
グラウンドゴルフ 

殖蓮 
宮郷 

殖蓮・名和 
赤堀・境 
赤堀 
豊受 
宮郷 
境 
東 
境 
豊受 
宮郷 
名和 
名和 
三郷 
境 

茂呂 
名和 
 
 

殖蓮 
殖蓮 
豊受 
茂呂 
殖蓮 
宮郷 
宮郷 
茂呂 
豊受 
南 
北 
宮郷 

名和 
茂呂 
宮郷・東 
宮郷・名和 
名和・境 
三郷・東 
南 
三郷 
北 

赤堀・南 
名和 
三郷 

茂呂・三郷 
茂呂 
豊受 
茂呂 

優 勝  
準優勝  
第 3 位   
第 4 位   
第 5 位  
第 6 位  

宮 郷 地 区  
豊 受 地 区  
名 和 地 区  
殖 蓮 地 区  
赤 堀 地 区  
三 郷 地 区  

第 7 位   
第 8 位   
第 9 位  
第10位 
第11位 

境 地 区  
茂 呂 地 区  
北 地 区  
東 地 区  
南 地 区  

第3回 市民総合体育大会 市民総合体育大会 

▲ チーム一丸となって綱をひく 

▲ 大会を盛り上げた吹奏楽の演奏 ▲ 勝負の一球 

▲ 息もつかせぬ攻防 

▲ 笑顔でハイタッチ 

蜷
全
力
で
ア
タ
ッ
ク
 

蜷
も
っ
と
遠
く
へ
 

9
月
30
日
・
10
月
7
日
、
第
3
回
市
民
総
合
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
11
地
区
の
代

表
選
手
約
4
、
0
0
0
人
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
。
12
競
技
16
種
目
で
数
々
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
中
、
3
種
目
で
１
位
を
獲
得
し
た

宮
郷
地
区
が
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
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▲ 観衆を魅了した正三尺玉

百歳の誕生日を迎えた和
佐田まつさん（境保泉）は、
矢内市長の慶祝訪問を受
けました。和裁や料理が
上手なまつさんは、世話
好きでおおらかな性格。
長生きの秘けつはくよく
よしないことだそうです。 

百歳ばんざい 

10 月６日、「伊勢崎利根川花火大会」
が上武大橋上流で開催され、正三尺玉
をはじめとする大型花火が豪快に打ち
上げられました。夜空いっぱいに広が
る迫力と輝きに、市内外から訪れた大
勢の観客からは大きな歓声が上りました。 

夜空を彩る大輪の花 

▲ 和佐田まつさん（境保泉）

▲ ワイルドナイツの選手と一緒にプレー

９月 30 日、ザスパ草津と
三洋電機ワイルドナイツの
選手が小学生に直接指導す
る「カインズキッズキャラ
バン」が境総合文化センタ
ーで行われました。雨天の
ため屋内での指導となりま
したが、子どもたちは選手
との交流を楽しみました。 

あこがれの選手が 
やって来た 

10月6日、「生涯学習大会」が
文化会館で開催され、読書の
街いせさきを啓発する展示
や生涯学習実践発表などが
行われました。記念講演で 
は、タレントの泉アキさんの
がん闘病体験談に大勢の参
加者が聞き入っていました。 

生
涯
学
習
で
豊
か
な
生
活
を

▲ 力強い講演をする泉アキさん



h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

あずま図書館 

赤堀図書館 

今月の休館日 

境図書館 

伊勢崎市図書館 
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■としょかんこども会
期日 11月10日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 「だるまちゃんがころんだ」の皆さ
んによる読み聞かせ

■おはなし会
期日 土曜日
※11月17日は除きます

時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアなどによる絵本
や紙芝居の読み聞かせ

■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ
期日 11月10日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■「やまねこ座」による人形劇
「おおきなかぶ」・「ふしぎな笛吹き」
期日 12月１日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■子ども放送局
期日 土曜日
時間 午前11時～11時45分
※第４土曜日は正午まで

会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■「たんぽぽの会」の皆さんによるお楽し
み工作教室と読み聞かせ

期日 11月17日・12月１日の土曜日
時間 午前11時開始
会場 境絹の館（境図書館隣）

■こども映画会
「ハッピーフィート」
期日 11月24日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 コウテイペンギンの世界は歌が命。
歌が苦手なマンブルはエンペラー帝国か
ら追放されてしまう…

■おはなしタイム
期日 11月10日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
パネルシアター

■名作映画劇場
「用心棒」
期日 11月14日（水）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■人形劇
「ちからたろう」・「ねずみのすもう」
期日 11月17日（土）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■こどもアニメシアター
「森のリトルギャング（日本語吹き替え版）」
期日 11月18日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター
「隠し剣　鬼の爪」
期日 11月25日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■おはなしタイム
期日 12月１日（土）
時間 午後２時開始
会場 学習室
内容 パネルシアターとクリスマス飾り
作り

伊勢崎市図書館
水曜日と23日（祝）と13日から18日まで（蔵書
整理期間）

赤堀図書館
第1・3火曜日と30日（館内整理日）

あずま・境図書館
月曜日と3日・23日の祝日と30日（館内整理日）

市民プラザ図書室
第2・4火曜日
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期
日

11
月
20
日
（
火
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

30
人

講
師

長
谷
川
良
子
さ
ん

参
加
料

１
、５
０
０
円（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

９
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

期
日

11
月
30
日
・
12
月
７
日
・

14
日
の
金
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

１
〜
３
歳
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
、
お
や
つ
作
り
な
ど

講
師

城
田
尊
子
さ
ん

参
加
料

２
０
０
円

※
親
子
と
も
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

20
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
北
公
民
館
（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

期
日

12
月
４
日
（
火
）
か
ら
平

成
20
年
３
月
28
日
（
金
）
ま
で
の

火
・
木
・
金
曜
日
（
全
40
回
）

時
間

午
後
６
時
15
分
〜
９
時
15
分

※
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

会
場

太
田
情
報
商
科
専
門
学
校

対
象

県
内
に
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦

定
員

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

内
容

講
義
・
演
習
＝
１
０
０
時

間
、
施
設
実
習
＝
30
時
間

受
講
料

５
５
、
５
０
０
円

※
教
材
費
を
含
み
ま
す

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡

婦
の
別
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
、
県
母

子
寡
婦
福
祉
協
議
会
「
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
研
修
参
加
希
望
」
係

申
込
締
切
日

11
月
20
日
（
火
）

必
着

問
い
合
わ
せ

県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５
―

６
６
３
６
）

期
日

12
月
15
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

北
公
民
館

対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

切
り
絵
を
使
っ
た
年
賀
状

を
作
り
ま
す

講
師

木
村
友
二
さ
ん
　

参
加
料

１
人
１
５
０
円

用
意
す
る
物

カ
ッ
タ
ー
・
年
賀

状
に
し
た
い
絵

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

９
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
12
月

10
日
（
月
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
北
公
民
館（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

期
日

12
月
13
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

定
員

20
人

講
師

川
島
靖
子
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

20
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

講
座 

市街化調整区域における 
開発許可の基準を追加します 
 

市街化調整区域における 
開発許可の基準を追加します 
 

11月30日（金）から 

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

親
子
き
り
絵
年
賀
状
教
室

お

き

り

込

み

教

室

「市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する
条例」の一部改正により、下記のとおり市街化調整区
域における開発許可の基準を追加します。
追加する開発許可の基準（概要）
●土地の区域の要件 次のすべてを満たすもの
①市街化区域（工業専用地域を除く）から原則として
1km以内の区域にかかる既存集落内にある
②農振農用地などを含まない
③建築物の敷地が4m以上の幅員の道路に4m以上接
する
④建築物の敷地内の下水を既存の排水施設に適切に排
出できる
●建築できる建物用途 次のすべてを満たすもの
①自己の居住の用に供する専用住宅および兼用住宅
②建築物の高さが10m以下
③敷地面積が250㎡以上500㎡未満
問い合わせ 建築指導課（内線2218）



期
日

11
月
21
日
・
28
日
・
12
月

５
日
の
水
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

２
〜
８
か
月
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者

※
す
で
に
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

６
０
０
円

用
意
す
る
物

バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、

１
人
用
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

14
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
北
公
民
館
（
蕁
（25）
４
５
４
７
）

期
日

12
月
18
日
（
火
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

境
島
村
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
20

歳
以
上
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

草
花
の
一
部
を
植
え
替
え

る
た
め
、
春
先
ま
で
楽
し
め
ま
す

講
師

板
倉
美
知
久
さ
ん

参
加
料

３
、
０
０
０
円

用
意
す
る
物

軍
手
、
移
植
ゴ
テ

（
小
型
シ
ャ
ベ
ル
）（
な
く
て
も
可
）、

作
品
の
持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

12
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
境
島
村
公
民
館（
蕁
（74）
９
３
４
５
）

期
日

12
月
15
日
・
22
日
の
土
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

北
公
民
館

対
象

小
学
生

※
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す

定
員

15
人
（
先
着
順
）

内
容

簡
単
な
マ
フ
ラ
ー
作
り

講
師

根
岸
直
子
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

並
太
毛
糸
２
玉（
純

毛
）
・
棒
針
６
号
２
本
・
か
ぎ
針

１
本

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

９
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
北
公
民
館
（
蕁
（25）

４
５
４
７
）

9

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

お
正
月
用
寄
せ
植
え
教
室

子

ど

も

手

芸

教

室

平成19年度 

税を考える週間（11月11日～17日）の行事の1つとして、多数
の応募をいただいた標語の中から次の中学生が受賞しましたので紹介
します。（敬称略） 問い合わせ 市民税課（内線2230）

【関東信越国税局長賞】
「税金で　次の世代へ　バトンパス」 土屋康平（三中）
「被災地に　税という名の　救いの手」 金井亮樹（境南中）
「税を知り　税を納めて　明るい社会」 青木まみは（殖蓮中）
「人々の　暮らしに寄りそう　消費税」 松田匡

まさ

史
ふみ

（境南中）
【伊勢崎税務署長賞】
「気付いたの　税のおかげで　幸せなこと」 伊中礼緒奈（一中）
「消費税　明るい未来の　パスポート」 近藤知里（三中）
「税のしくみ　知って納得　笑顔のくらし」 金子聡（宮郷中）
「税金は　みんなの未来に　花咲かす」 木暮夏穂（あずま中）
【伊勢崎税務署管内租税教育推進協議会長賞】
「離れても　どこかで光る　僕等の税」 新井雄大（一中）
「つなごうよ　税のタスキ　未来のために」 深沢那々子（三中）
「納税は　豊かな明日への　道しるべ」 田口麻衣（宮郷中）
「納めよう　生活・安全　守る税」 斉藤理沙（境北中）
【伊勢崎県税事務所長賞】
「1人１人の税金は　明日の日本の　原動力」 六本木将嘉（二中）
「税金で　広がる幸せ　豊かな毎日」 木暮春佳（四中）
「税金を　学んで大人の　第一歩」 宮崎幼

わか

菜
な

（宮郷中）
「税金を　学んで知って　社会に参加」 丸山菜実（境北中）
【間税会長賞】
「税金で　育つ心と　みんなの笑顔」 大島奈緒美（二中）
「税金を　納めて住みよい　町づくり」 斉藤瑠実（殖蓮中）
【国税モニター賞】
「納税で　明るい社会　みんなの未来」 石原れい子（三中）
「納税は　輝く未来の　第一歩」 関根三奈（殖蓮中）
「税金で　止めよう地球の　温暖化」 織田祐介（赤堀中）
「税金は　未来を助ける　贈り物」 矢内良樹（境南中）
【伊勢崎市長賞】
「みんなの笑顔につながるの　あなたが払う　その税金」

石原美
み

南
なみ

（一中）
「税金は　人と未来を　つなぐ架橋」 矢尾雅和（二中）
「税金で　つくろう明るい　暮らしと未来」 加藤紗

さ

里
り

（三中）
「税金は　未来を作る　貯金箱」 常見慎太郎（四中）
「老若男女　身近な納税　消費税」 木暮臣

しげ

祥
あき

（殖蓮中）
「税金は　正しくおさめて　行き先みつめ」 金井友里（宮郷中）
「考えて　身近な社会　税のこと」 丸山藍（赤堀中）
「考えて　正しい税の　使いかた」 諏訪広樹（あずま中）
「納税は　あなたの責任　あなたの義務」 細谷和正（境北中）
「こくみんが　しっかり納税　未来を作る」 長谷川結衣（境西中）
「消費税　子供も築ける　未来の一歩」 戸叶麻菜（境南中）

市政広報番組 

群馬テレビ 第25回全国都市緑化ぐんまフェアinいせさきに向けて 

本市の情報が満載の広報番組「伸び行く元気なまち伊勢崎市②」が、群馬テレビで放送
されます。皆さん、ぜひご覧ください。
放映日時
①11月21日（水）午後0時15分～1時の「ひる生情報Ⅱ」内のコーナー（10分間）
②11月21日（水）午後9時～9時10分　※再放送

問い合わせ 広報課（内線2330）



活
動
日

第
２
・
４
水
曜
日

※
12
月
12
日
（
水
）
開
始

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

対
象

太
極
拳
経
験
者

会
費

月
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

代
表

の
後
藤
さ
ん
（

０
９
０
―
１
８

１
９
―
２
４
２
３
）

活
動
日

第
４
火
曜
日

時
間

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

写
真
展
＝
年
１
回
、
撮
影

旅
行
＝
月
１
回

会
費

月
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

代
表

の
松
村
勇
さ
ん（
蕁
（22）
１
６
６
６
）

活
動
日

第
１
・
２
・
３
火
曜
日

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

会
場

名
和
公
民
館

講
師

八
木
結ゆ

耀き

子こ

さ
ん

会
費

月
２
、
５
０
０
円

用
意
す
る
物

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た

は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
谷

部
幸さ

ち

枝え

さ
ん
（
蕁
（32）
６
０
８
０
）

活
動
日

第
１
・
２
・
３
水
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

名
和
公
民
館

講
師

小
林
由
美
子
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

斉
藤

英
代
さ
ん
（
蕁
（32）
２
０
８
５
）

活
動
日

第
３
日
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

北
公
民
館

内
容

高
齢
者
に
適
し
た
気
功

会
費

月
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

根
立

き
よ
子
さ
ん
（
蕁
（26）
０
８
０
６
）

活
動
日

第
２
・
４
木
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

講
師

田
中
寿す

々す

夢む

さ
ん
（
全
日

本
川
柳
協
会
常
任
幹
事
）

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

星
野

幸
次
郎
さ
ん
（
蕁
（74）
３
６
９
１
）

期
日

11
月
10
日
か
ら
12
月
８
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

会
場

伊
勢
崎
商
工
会
議
所

対
象

独
立
・
開
業
を
目
指
す
人
、

創
業
し
た
ば
か
り
の
経
営
者
、
事

業
転
換
を
考
え
て
い
る
経
営
者
で
、

全
５
回
受
講
で
き
る
女
性

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

独
立
・
開
業
へ
の
心
構
え
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
、
税
務
・
法
務
な
ど

講
師

中
小
業
企
業
診
断
士
、
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
創
業
体
験

者
ほ
か

受
講
料

５
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

受
講

料
を
添
え
て
伊
勢
崎
商
工
会
議
所

（
蕁
（24）
２
２
１
１
）

活
動
日

日
曜
日

対
象

市
内
に
在
住
の
お
お
む
ね

50
才
以
上
の
人

会
費

年
３
、
０
０
０
円

※
入
会
金
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

伊
勢

崎
支
部
の
大
川
進
さ
ん
（
蕁
（32）
９

１
９
５
）
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募
集 

32
式
太
極
剣
教
室
会
員
募
集

群
馬
中
高
年
山
岳
会

伊
勢
崎
支
部
会
員
募
集

赤
堀
川
柳
サ
ー
ク
ル

「

風

」

会

員

募

集

フ
ィ
ル
ム
写
真
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト
あ
る
き
会
員
募
集

名
和
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

エ
ー
ジ
レ
ス
体
操
会
員
募
集

健
康
体
操
の
会
会
員
募
集

女
性
向
け
創
業
塾
受
講
生
募
集

【自衛官（2等陸・海・空士）】

応募資格 18歳以上27歳未満の男子

受付期間 試験日の前日まで

試験日・試験会場

●11月17日（土）＝相馬原駐屯地（榛名郡榛東村）

●12月15日（土）＝新町駐屯地（高崎市）

【自衛隊生徒】

応募資格 中学卒業（見込者を含む）の17歳未満の

男子

受付期間 平成20年1月8日（火）まで

試験日・試験会場

●平成20年1月12日（土）＝勢多会館（前橋市）

＊　　　　　　＊

いずれも

問い合わせ 自衛隊群馬地方協力本部前橋募集案内所

（蕁027－233－8960、http://www.mod.go.jp/

pco/gunma/）または市民課（内線2143）

市役所本庁・各支所に都市宣言の表示板を設置しました。

この都市宣言は、市の考え方や姿勢を内外に表明するもの

で、平成18年12月に制定された人権尊重都市宣言、スポー

ツ都市宣言、安心安全都市宣言、核兵器廃絶平和都市宣言の

4つの都市宣言が表示されています。

問い合わせ 地域振興課（内線2443）



国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
や
住
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
し
て
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
を
す
る

際
に
は
、
１
年
間
に
納
付
（
納
付

見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年
金

保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
11
月
上
旬
に
社
会

保
険
庁
か
ら
１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
人
と
あ
わ
せ
て
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
納
付
し
た
全
額
が
納
付

し
た
人
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
年
末
調
整
な
ど

の
手
続
き
の
際
に
本
人
の
納
付
し

た
社
会
保
険
料
額
と
合
算
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
家

族
の
分
の
証
明
書
も
、
本
人
の
申

告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

●
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
控
除
証

明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
蕁
０
５
７
０

―
０
０
―
９
９
１
１
）
ま
た
は
前

橋
社
会
保
険
事
務
所
（
蕁
０
２
７

―
２
３
１
―
１
７
０
５
）

都
市
計
画
道
路
、
坂
東
大
橋
石

山
線
（
八
坂
工
区
）
が
事
業
変
更

の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
八
坂
工

区
の
事
業
を
左
記
の
期
間
ま
で
延

長
し
ま
す
。
本
事
業
内
容
な
ど
を

事
業
施
工
期
間
中
、
縦
覧
し
ま
す
。

期
間

平
成
20
年
９
月
30
日
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場
・
問
い
合
わ
せ

市
都
市
計

画
課
（
内
線
２
４
４
９
）
ま
た
は

県
都
市
計
画
課
（
蕁
０
２
７
―
２

２
６
―
３
６
７
２
）

期
日

月
･
火
･
木
･
金
･
土
曜
日

※
祝
日
は
除
き
ま
す

※
土
曜
日
は
予
約
が
必
要
で
す

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

会
場

ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
前
橋
市
）

対
象

学
校
を
卒
業
･
退
学
後
、

ま
た
は
仕
事
を
辞
め
た
後
、
し
ば

ら
く
無
職
の
状
態
に
あ
る
お
お
む

ね
34
歳
以
下
の
若
者
と
そ
の
家
族

内
容

働
く
こ
と
に
自
信
や
意
欲

が
な
く
悩
ん
で
い
る
若
者
に
、
職

業
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
、
仕
事
体
験

な
ど
を
通
じ
て
、
職
業
的
･
社
会

的
自
立
を
図
る
た
め
の
継
続
的
な

支
援
を
し
ま
す
。

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ぐ
ん

ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
蕁
０
２
７
―
２
３
３
―
２
３
３
０
）

県
最
低
賃
金
が
改
正
（
時
間
額

６
６
４
円
）
さ
れ
、
10
月
19
日
か

ら
適
用
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
・
事
業
主

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
製
造
業
（
鉄
鋼

一
般
機
械
・
電
気
・
輸
送
）
に
つ

い
て
は
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
主
・
労
働
者
の
皆
さ
ん
、

も
う
一
度
最
低
賃
金
を
よ
く
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
（
蕁

０
２
７
―
２
１
０
―
５
０
０
５
）

11

お
知
ら
せ 

年
末
調
整
、
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
を

都
市
計
画
道
路
の

事
業
計
画
（
変
更
）
の
縦
覧

県
最
低
賃
金
の
確
認
を

・

若
者
の
た
め
の

職
業
相
談
・
自
立
支
援

北関東自動車道 

北部環状線 

県立伊勢崎 
商業高等学校 

宮子大橋 

交通規制 

華蔵寺公園 
遊園地 

市野球場 

至
市
役
所 

市
陸
上
競
技
場 

市
民
体
育
館 

第
三
中
学
校 

伊
勢
崎
大
胡
線 

市陸上競技場周辺の道路は、下の図のと
おり交通規制が行われます。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
交通規制時間 午前10時20分～午後1時
30分

問い合わせ 県高等学校体育連盟陸上競技専門部（県立富岡
東高等学校内、蕁0274－62－2321）

女性も男性も、もう一度自分自身を見詰め直

してみませんか。皆さんの参加をお待ちしてい

ます。

日程 右表のとおり

定員 40人程度

講師 前田由美子さん

参加料 無料

問い合わせ 人権課（内線2120）

午前10時30分 
～正午 

午後1時30分 
～3時 

午前10時30分 
～正午 

午後1時30分 
～3時 

くらしと仕事のバラ
ンス 

男性と子育て 

子どもの目にうつる 
父親・母親そして大人 

DVも虐待もない家庭 

殖蓮公民館 

赤堀公民館 

境 公 民 館  

日程表 

期　　日 時　　間 会　場 テ　ー　マ 

11月24日（土） 

12月8日（土） 

男女共同参画セミナー



市
文
化
協
会
に
所
属
す
る
音
楽

16
団
体
が
、
合
唱
や
器
楽
の
演
奏

を
し
ま
す
。
童
謡
・
ポ
ッ
プ
ス
・

歌
謡
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
幅
広
い

音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。
美
し
い

音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日

11
月
25
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
５
４
）

●
文
学
作
品
展

期
日

11
月
24
日
（
土
）
・
25
日

（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
諸
文
学
発
表
会

「
こ
で
ま
り
の
会
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
朗
読
劇

期
日

11
月
24
日
（
土
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

演
題

こ
の
子
た
ち
の
夏

●
文
学
講
演
会

期
日

11
月
25
日
（
日
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

演
題

川
柳
作
者
の
大
名
・
松
浦

静
山

講
師

脇
屋
川
柳
さ
ん（
15
世
川
柳
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
５
４
）

市
文
化
協
会
に
所
属
す
る
郷
土

芸
能
31
団
体
が
、
八
木
節
・
和
太

鼓
・
祭さ

い

礼れ
い

囃ば
や

子し

・
獅
子
舞
な
ど
を

演
じ
ま
す
。
郷
土
に
根
差
す
伝
統

文
化
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日

11
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
開
演

会
場

文
化
会
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
３
５
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

11
月
15
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

11
月
27
日
（
火
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

販
売
品

手
作
り
小
物
・
木
工
製

品
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
せ
っ
け
ん

農
産
物
・
日
用
雑
貨
品
・
古
着
・

お
も
ち
ゃ
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

境
産
業
祭
に
あ
わ
せ
て
「
み
ん

な
、
に
ん
げ
ん
！
つ
な
が
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
18
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

※
午
後
０
時
30
分
開
場

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

大
道
芸
・
和
太
鼓
・
手
話

コ
ー
ラ
ス

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

み
ん
な
、
に
ん
げ

ん
！
つ
な
が
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
（
境
地
区
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
内
、
蕁
（74）
０
８
１
１
）
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催
し 

・

お

し

ゃ

べ

り

会

み
ん
な
、
に
ん
げ
ん
！

つ
な
が
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
文
化
協
会

第

１

回

文

学

祭

市
文
化
協
会

第
１
回
市
民
音
楽
祭

樫
の
木
愛
あ
い
バ
ザ
ー

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
が
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
環

境
に
や
さ
し
い
運
転
方
法
で
す
。

市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会
で
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

を
地
球
温
暖
化
対
策
の
１
つ
と
し

て
目
標
に
掲
げ
、
市
と
協
同
で
マ

グ
ネ
ッ
ト
式
の
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
地
球
に
も
家

計
に
も
や
さ
し
い
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

配
布
方
法

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ

い
て
簡
単
な
説
明
を
聞
い
て
い
た

だ
き
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
す
る

こ
と
を
宣
言
し

て
い
た
だ
い
た

人
に
配
布
し
ま

す※
希
望
者
に
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴

や
詳
し
い
講
義

を
後
日
行
い
ま

す配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ

環
境

保
全
課
（
内
線
３
４
０
４
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ス
テ
ッ
カ
ー
を

配
布
し
ま
す
！▲ エコドライブステッカー（60mm×180mm）

◆【場外発売】飯塚市営第9回1節（飯塚） 

◆オートレース情報ライブ杯GⅡグランプリ 

◆【場外発売】川口市営第5回2節（川口） 

◆【場外発売】浜松市営第7回2節（浜松） 

市
文
化
協
会

第
１
回
郷
土
芸
能
大
会



市
内
で
発
掘
さ
れ
た
古
墳
時
代

の
豪
族
居
館
に
つ
い
て
、
最
新
の

研
究
成
果
を
講
演
し
ま
す
。

期
日

11
月
18
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

定
員

40
人

演
題

伊
勢
崎
の
豪
族
居
館
を
探

る講
師

橋
本
博
文
さ
ん
（
新
潟
大

学
人
文
学
部
教
授
）

入
場
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

赤
堀

歴
史
民
俗
資
料
館（
蕁
（63）
０
０
３
０
）

障
害
者
週
間
に
あ
わ
せ
て
、ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
下
、

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
と
障
害
の

あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互
い
に
認

め
合
え
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

12
月
４
日
（
火
）

時
間

午
後
２
時
開
演

※
午
後
１
時
30
分
開
場

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

講
師

松
為
信
雄
さ
ん
（
神
奈
川

県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課
（
内

線
２
１
６
６
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
美
術
館
」
で
紹
介
し

て
い
る
福
沢
一
郎
さ
ん
が
描
い
た

絵
画
を
展
示
し
ま
す
。
実
物
の
迫

力
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

期
間

11
月
13
日
（
火
）
か
ら
18

日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

「
レ
オ
ナ
ル
ド
と
そ
の
周

辺
の
人
達た

ち

」
ほ
か
、
大
作
全
９
点

を
展
示
し
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

文
化
観
光
課
（
内

線
３
３
５
４
）

期
日

12
月
３
日
（
月
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
午
後
１
時
受
付
開
始

会
場

市
民
病
院
10
階
大
会
議
室

定
員

１
０
０
人

講
師

山
下
宗
一
さ
ん
（
市
民
病

院
産
婦
人
科
医
長
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
室
（
蕁
（25）
５
０
２
２
）

市し

内な
い

の
小し

ょ
う

・
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
外が

い

国こ
く

籍せ
き

児じ

童ど
う

・
生せ

い

徒と

や
、
姉し

妹ま
い

友ゆ
う

好こ
う

都と

市し

の
児じ

童ど
う

・
生せ

い

徒と

の
絵か

い

画が

作さ
く

品ひ
ん

を
展て

ん

示じ

し
ま
す
。

期き

日じ
つ

11
月が

つ

16
日に

ち

（
金

き
ん
よ
う
び）

か
ら
18

日に
ち

（
日

に
ち
よ
う
び）

ま
で

時じ

間か
ん

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

〜
午ご

後ご

５
時じ

※
18
日に

ち

は
午ご

後ご

４
時じ

ま
で

会か
い

場じ
ょ
う

ふ
く
し
プぷ

ラら

ザざ

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う

無む

料り
ょ
う

問と

い
合あ

わ
せ

市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
国こ

く

際さ
い

課か

内な
い

、
内な

い

線せ
ん

２
１
１
５
）
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赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

特

別

講

演

会

市
民
病
院
市
民
公
開
講
座

誰
で
も
わ
か
る
更
年
期

第だ
い

10
回か

い

国こ
く

際さ
い

児じ

童ど
う

絵か
い

画が

展て
ん

都市計画マスタープラン策定に伴う 
説明会を行いますいます 

 

都市計画マスタープラン策定に伴う 
説明会を行いますいます 

 

都市計画マスタープラン策定に伴う 
説明会を行います 

 都市計画マスタープランは、将来の都市像やまちづく

りの方向性を総合的に示すものです。

地域の将来像を示す地域別構想（案）の策定に伴い、

下記のとおり説明会を行いますので、気軽にお越しくだ

さい。

問い合わせ 都市計画課（内線2406）

期　　日 会　　場 

11月  9日（金） 
 

11月10日（土） 

11月12日（月） 

 

11月13日（火） 

 

11月14日（水） 
 

11月19日（月） 

11月20日（火） 

 

11月21日（水） 
 

11月29日（木） 

南 公 民 館  

境 東 公 民 館  

殖 蓮 公 民 館  

宮 郷 公 民 館  

境島村公民館 

三 郷 公 民 館  

境剛志公民館 

北 公 民 館  

赤 堀 公 民 館  

豊 受 公 民 館  

茂 呂 公 民 館  

境 公 民 館  

名 和 公 民 館  

境采女公民館 

あずま公民館 

午後 7時～ 8時  
 

午前10時～11時 

 

 

 

 

 

午 後 7時～ 8時
 

時　　間 

日程表 
障
害
者
就
労
の
あ
り
方
と

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
収
蔵

福

沢

一

郎

大

作

展

収穫間近の農産物に周辺で使用した農薬が飛散

すると、残留基準値を超える恐れがあります。黄

色い旗の立てられた農地周辺の公園・街路・家庭

菜園などで農薬を散布する場合は、使用基準を守

るとともに特に飛散に注意してください。

問い合わせ 農政課（内線3274）

黄色い旗のある農地は収穫間近です

農薬の飛散にご注意ください



伊
勢
崎
地
方
卸
売
市
場
で
は
、

市
場
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
市
場
新
鮮
市
」
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

期
日

11
月
17
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

伊
勢
崎
地
方
卸
売
市
場（
伊

勢
崎
東
流
通
団
地
内
）

内
容

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・

日
用
品
の
特
売
や
模
擬
せ
り
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
各
種
賞
品
の

当
た
る
大
抽
選
会

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
地
方
卸
売

市
場
（
蕁
（50）
８
１
１
８
）

期
日

11
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

北
公
民
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
蘭
恵
愛
好
会
の

石
田
安や

す

金か
ね

さ
ん（
蕁
（26）
３
２
１
４
）

南
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ひ
ま
わ
り
」

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

会
場

南
公
民
館

入
場
料

無
料

※
先
着
２
０
０
人
に
会
員
が
製
作

し
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
小
物
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

石
田
一
子
さ
ん（
蕁

（25）
５
８
９
５
）

期
日

平
成
20
年
１
月
26
日（
土
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

狂
言
「
膏こ

う

薬や
く

練ね
り

」、
能
「
船ふ

な

弁べ
ん

慶け
い

」

入
場
料

指
定
席
＝
３
、
０
０
０

円
、
自
由
席
＝
２
、
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
＝
１
、
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
い
合
わ
せ

11
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（76）
２

２
２
２
）

カ
ラ
オ
ケ
で
ハ
モ
っ
て
み
た
い

皆
さ
ん
、
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い

ま
し
ょ
う
。

期
日

11
月
17
日
（
土
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
料

大
学
生
・
高
校
生
＝
５

０
０
円
、
一
般
＝
１
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

合
唱
団
コ
ー
ル
・

ル
ー
エ
事
務
局
の
浜
田
さ
ん
（
蕁

（62）
９
３
７
８
）

期
日

11
月
11
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
30
分
開
始

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容

童
謡
・
演
歌
・
ポ
ッ
プ
ス

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
を
独
奏
や
合
奏

で
演
奏
し
ま
す
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入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
サ
ー
ク
ル
事
務
局
の
児
島

学
さ
ん
（
蕁
（25）
２
３
０
７
）
ま
た

は
斎
藤
三
雄
さ
ん
（
蕁
（26）
４
０
３

８
）埼

玉
県
民
の
日
に
あ
わ
せ
、
豆

汽
車
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
号
」
を

無
料
開
放
し
ま
す
。

期
日

11
月
14
日
（
水
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ

華
蔵
寺
公
園
遊
園

地
（
蕁
（25）
４
４
７
８
）

第
３
回
は
じ
め
て
の
能

〜
能
を
知
る
愉た

の

し
み
〜

第

36

回

寒

蘭

展

コ
ー
ラ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

み
ん
な
で
ハ
モ
ら
ナ
イ
ト
！

伊
勢
崎
地
方
卸
売
市
場

市

場

新

鮮

市

第
３
回

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ひ
ま
わ
り
作
品
展

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
会

・

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地

豆

汽

車

無

料

開

放

ぐんま総文本大会への出場権をかけて、県内の高校放送部
員がアナウンスや映像番組制作の技を競い合います。ぜひ応
援にお越しください。
期日 11月10日（土）
時間 午前10時～午後4時
会場 文化会館
入場料 無料
問い合わせ 全国高校総合文化祭推進室（県教育委員会内、
蕁027－226－4657）

人権擁護委員に菊池邦光さん、

吉田京子さん、佐藤美代子さんが

10月1日付けで法務大臣から委嘱

され再任されました。市役所で人

権に関する相談に応じます。

問い合わせ 人権課（内線2123）

人権擁護委員の皆さんを紹介します

▲ 菊池邦光さん
（南千木町）

▲ 吉田京子さん
（今井町）

▲ 佐藤美代子さん
（国定町二丁目）

「ぐんま総文」って何？

来年8月に県内各地で開催される第32回全国高等学校
総合文化祭のことです。全国から2万人の高校生が参加
します。
本市では文化会館が放送部門会場となり、全国からト

ップレベルの高校生アナウンサーたちが大集合します。
また、全国各地域の話題を題材に、それぞれ工夫をこら
して制作した映像作品も見どころです。



期
日

12
月
16
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
開
会

会
場

市
民
体
育
館

参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

在
学
お
よ
び
協
会
加
盟
ク
ラ
ブ
員

の
中
学
生
以
上

種
目
・
種
別

①
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
（
競
技
歴
３

年
以
上
）

②
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
合
算
年
齢

が
80
歳
以
上
ま
た
は
競
技
歴
２
年
）

③
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ
（
合
算
年
齢

が
１
０
０
歳
以
上
ま
た
は
初
心
者
）

参
加
料

１
組
＝
２
、
０
０
０
円

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

11
月

21
日
（
水
）
か
ら
12
月
２
日
（
日
）

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
民

体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

泳
ぎ
た
い
け
ど
コ
ツ
が
わ
か
ら

な
い
人
な
ど
す
べ
て
の
人
を
対
象

に
し
た
水
泳
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
個

人
別
に
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
、
そ

の
場
で
練
習
で
き
ま
す
。

期
日
・
時
間

●
11
月
30
日
・
12
月
14
日
・
28
日

の
金
曜
日
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

●
11
月
21
日
・
12
月
５
日
・
19
日

の
水
曜
日
＝
午
後
６
時
15
分
〜
７

時
15
分

会
場

あ
ず
ま
ウ
オ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド参
加
料

無
料

申
し
込
み

開
催
日
の
時
間
内
に
、

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

あ
ず
ま
体
育
館（
蕁

（62）
７
２
７
１
）

期
日

12
月
３
日
か
ら
19
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

定
員

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

４
、
５
０
０
円

申
し
込
み

11
月
18
日
（
日
）
以

降
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

働
き
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
仕

事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健
康
の
こ
と
、

精
神
的
な
悩
み
や
労
災
保
険
の
こ

と
な
ど
の
無
料
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

労
災
年
金
福
祉
協

会
（
蕁
０
２
７
―
２
４
３
―
２
８

８
１
）
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ス
ポ
ー
ツ 

相
談 

第
２
回
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

・

水
泳
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

ス

ケ

ー

ト

教

室

過
労
死
な
ど
の
無
料
相
談

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

11月17日（土）
11月18日（日）
11月23日（祝）
11月24日（土）
11月25日（日）

（有）吹上設備工業
（有）長瀬工業
（株）丸雄技研
（株）亀田建設
豊鉄水工業（株）

蕁76ー0406
蕁74ー0484
蕁23ー4645
蕁62ー1852
蕁32ー1526

現在のコミュニティバス（市内無料巡回バス）が、平成
20年4月に新路線・新車両へと生まれ変わります。
新しいコミュニティバスは、伊勢崎駅をターミナルとし、

各地区を短時間で結ぶシャトル便の強化を図り、環境とバ
リアフリーを考えた車両を導入します。
ぜひ、このバスにふさわしい愛称を考えてください。

応募資格 市内に在住・在勤・在学または本市出身の人
応募方法 応募用紙に、住所・氏名・バスの愛称案および
その愛称を考えた理由を記入し、直接または送付、ファ
クス、メール、ご意見箱で提出してください
※応募用紙は、市民情報コーナー（本庁本館1階および
各支所）・交通政策課・まちかどステーション広瀬に用
意してあります
あて先 〒372－8501 今泉町二丁目410 市役所交
通政策課
ファクス番号 26－6123
メールアドレス koutuu@city.isesaki.lg.jp
申込締切日 11月20日（火）必着
※数多く寄せられた愛称案を採用するものではありませ
ん
発表 愛称は、平成20年1月ごろに広報いせさきおよび市
ホームページなどで発表する予定です　
問い合わせ 交通政策課（内線3454）

献血にご協力ください
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 11月21日（水）

時間 午後2時～4時

会場 あずま保健センター

問い合わせ あずま支所福祉課

（蕁62－9909）
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ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

期
日

11
月
25
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

相
談
員

伊
勢
崎
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
女
性
委
員

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

※
当
日
は
、
電
話
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
（
蕁
（26）
７
７
３
３
）

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
の
沢
浦
さ
ん
（
蕁
（23）

３
５
５
２
）

相
続
（
贈
与
）
・
遺
言
書
作
成

農
地
転
用
・
開
発
行
為
許
可
申
請

な
ど
、
官
庁
で
の
手
続
き
の
こ
と

や
不
動
産
登
記
に
関
す
る
こ
と
で

お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

期
日

11
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

Ｊ
Ａ
佐
波
伊
勢
崎

相
談
員

行
政
書
士
会
伊
勢
崎
支

部
・
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
崎

支
部

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

行
政
書
士
会
伊
勢

崎
支
部
の
新
井
芳
広
さ
ん
（
蕁
（23）

７
４
２
０
）
ま
た
は
土
地
家
屋
調

査
士
会
伊
勢
崎
支
部
の
高
柳
光
史

さ
ん
（
蕁
（20）
２
２
３
０
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
サ
ン
デ
ン
物
流
（株）
か
ら
福
祉
事

業
基
金
へ
５
、
０
０
０
円

蟋
中
田
屋
（株）
か
ら
殖
蓮
小
学
校
へ

空
気
清
浄
機
１
台

蟋
関
定
明
さ
ん
（
三
光
町
）
か
ら

市
内
各
保
育
所
へ
タ
オ
ル
１
、
０

０
０
本
ほ
か
生
活
雑
貨

蟋
群
馬
東
部
読
売
会
か
ら
市
内
各

保
育
所
へ
乳
幼
児
用
お
さ
ん
ぽ
車

10
台

蟋
伊
勢
崎
佐
波
職
工
組
合
か
ら
市

内
の
各
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
な
ど
へ
施
設
修
理
労
力
奉
仕

蟋
野
坂
賢
太
さ
ん
（
東
京
都
港
区
）

か
ら
市
民
病
院
へ
書
籍「
心
の
虹
」

１
冊

蟋
石
原
は
つ
江
さ
ん
（
美
茂
呂
町
）

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５
０
、
０

０
０
円

蟋
グ
ン
イ
チ
パ
ン
（株）
か
ら
あ
ず
ま

学
校
給
食
調
理
場
へ
設
備
整
備
金

と
し
て
３
０
０
、
０
０
０
円

女
性
の
た
め
の

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

登
記
・
行
政
無
料
相
談
会

・



昨年、消防本部管内の火災出場は88件、救急出場
は8,404件でした。近年、火災出場は横ばいですが、
救急出場は増加傾向にあります。速やかに消防車や救
急車を出動させるために、次のことに心掛け119番
通報をしてください。
①火災・救急をハッキリと伝えてください
②住所（番地まで）・名前・電話番号は落ち着いて正
確に、目標物も言えるようにしてください
③何が（誰が）どうしたのか詳しく伝えてください
（年齢・性別・持病など）
また、携帯電話からの通報が増加しています。通報

後、通信員から通報者へ電話をかける場合があります
ので、消防車や救急車が現場へ到着するまで携帯電話
の電源は切らないでください。皆さんのご協力をお願
いします。
災害時の問い合わせ
●災害情報テレホンサービス
（蕁0180－99－2999）
●救急病院情報案内テレホンサービス
（蕁23－1299）
問い合わせ 消防本部通信指令課（蕁25－3510）
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大麻七菜子さん 
（上武大学ビジネス情報学部１年） 

目
標
に
向
か
っ
て 

と
は
違
う
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
練
習
は
男
子
部
と
一
緒

に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
上

下
関
係
や
１
年
生
と
し
て
の
仕
事
、

40
人
近
い
部
員
で
１
つ
の
目
標
に

向
か
い
戦
っ
て
い
く
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
な
ど
、
女
子
部
だ
け
で
は

経
験
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
子

と
一
緒
で
あ
る
こ
と
で
レ
ベ
ル
の

高
い
練
習
が
で
き
、
自
分
の
成
長

に
も
つ
な
が
り
、
次
の
目
標
に
も

近
づ
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
は
、
常
に
挑
戦
者
と
い
う
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
、「
上
武

学
し
た
理
由
は
、
素
晴
ら
し
い
指

導
者
の
下
で
指
導
を
受
け
、
イ
ン

カ
レ
や
リ
ー
グ
戦
な
ど
で
勝
ち
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
上
武
大
学
女
子
テ
ニ

ス
部
は
本
年
度
か
ら
創
部
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
部
員
は
わ
ず
か
３

人
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
８
月
の
下
旬
に

行
わ
れ
た
関
東
大
学
テ
ニ
ス
リ
ー

グ
で
は
、
大
学
の
名
を
懸
け
た
初

め
て
の
試
合
で
あ
る
こ
と
や
人
数

不
足
で
１
人
も
負
け
ら
れ
な
い
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
か
、
予

選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
て
し
ま
い
、

昇
格
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
ず

と
て
も
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
高
校
の
団
体
戦

私
は
鳥
取
県
の
出
身
で
、
小

学
生
の
時
か
ら
テ
ニ
ス
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
成
績
と

し
て
は
、
県
内
の
大
会
で
は
ほ

と
ん
ど
が
ベ
ス
ト
４
止
ま
り
で
、

地
方
の
大
会
で
も
１
回
戦
か
２

回
戦
に
勝
て
れ
ば
良
い
方
で
し

た
。そ

ん
な
私
が
上
武
大
学
に
進

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

大
学
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開

催
し
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普

段
私
た
ち
が
練
習
や
試
合
で
学
ん

で
い
る
こ
と
を
地
域
の
人
た
ち
に

伝
え
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
た
い
と

思
い
な
が
ら
テ
ニ
ス
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
部
に
と
っ

て
も
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
大
変

貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
将
来
、
監
督
や
コ
ー
チ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
指
導
者
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
今
は
、
自
分
を
鍛
え
、
日

々
進
化
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
上

武
大
学
テ
ニ
ス
部
に
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当

たり、火災予防思想の一層の普及を図るとともに火災

の発生を防止し、高齢者をはじめとする死者の発生を

減少させ、財産の損失を防ぐことなどを目的としてい

ます。 

　消防本部管内においては、昨年88件の火災が発生

しました。出火原因については放火・放火の疑い、次

にこんろなどの消し忘れ・たばこの不始末などが上位

を占めています。 

　そこで、火災を出さないためにも「住宅防火　いの

ちを守る　7つのポイント」を心掛けてください。 

【3つの習慣】 

●寝たばこは、絶対やめる 

●ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する 

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す 

【4つの対策】 

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する 

●寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防

　炎品を使用する 

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など

　を設置する 

●高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の

　協力体制をつくる 

問い合わせ　　　　　　　（　25－3918） 

　　　　　　　　　　　　（　62－0230） 

　　　　　　　　　　　　（　62－8980） 

　　　　　　　　　　　　（　74－0012） 

11月9日（金）から15日（木）まで 
秋季全国火災予防運動 

火は見てる　 
 あなたが離れる その時を 
火は見てる　 
 あなたが離れる その時を 
火は見てる　 
 あなたが離れる その時を 

伊勢崎消防署 

赤堀消防署  

東 消 防 署  

境 消 防 署  
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期日 11月21日（水）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
内容 魚を作って、魚釣り遊びをします
申し込み 開始30分前から

期日 11月20日（火）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
内容 「おはなしアイアイ」の皆さんに
よる歌とおはなしのコンサートです
申し込み 開始30分前から

期日 11月15日（木）
時間 午前10時30分開始
対象 幼児とその保護者
内容 リズム体操・手遊び・工作をします
定員 20組（先着順）
申し込み 11月5日（月）から直接また
は電話で

期日 11月11日（日）
時間 午後1時～4時
内容 南京玉すだれ・自転車紙芝居・人
形劇・各種ゲームやお菓子くじなど

期日 11月25日（日）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 3歳以上の子どもと父親
定員 12組（先着順）
内容 皿回しやバルーンアートをします
講師 飯塚千砂さん
申し込み 11月14日（水）から直接ま
たは電話で

期日 11月26日（月）
時間 午前10時30分開始
対象 市内に在住の平成15
年4月1日～平成18年3月
31日生まれの子どもとその保護者

定員 13組
※定員を超えた場合は抽選です

申し込み 11月19日（月）午前11時か
ら正午までに直接

期日 11月22日（木）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
内容 新聞紙で遊びます
申し込み 開始30分前から

期日 11月24日（土）
時間 午後2時～3時
※お父さんの参加を歓迎します

内容 スチレン皿で飛行機を作ります
申し込み 開始10分前から

期日 11月16日（金）
時間 午後6時30分開始
定員 30人（先着順）
内容 プラネタリウムでの解説の後、望
遠鏡で天体を見ます
※保護者同伴で参加してください

申し込み 11月10日（土）から直接ま
たは電話で

今月の投影番組
テーマ 秋の星座と月の物語
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回

期日 11月24日（土）
時間 午前10時～正午
対象 幼児・小学生
※幼児は保護者同伴で参加してください

定員 20人（先着順）
内容 ゲームの後は、だんご汁であたた
まります
参加料 100円
申し込み 11月12日（月）から直接ま
たは電話で

期日 11月15日（木）
時間 午前10時30分～11時30分
内容 歌・手遊び・パネルシアターなど

期間 11月12日（月）から25日（日）
まで
時間 午前10時～午後5時30分

天体観望会

プラネタリウム

クリスマスの窓飾り作り

境児童センターまつり

パパと一緒にあそぼう！

親子でリトミック

あそびの教室

みんなで遊ぼう！

あそびの教室

みんなであそぼ
わいわいクラブ～ネイチャーゲーム～

まめっこクラブ～おはなしきしゃぽっぽスペシャル～

あそびの教室～おはなしコンサート～



こころの電話相談
仕事などで平日に相談ができない人のために、精神

科の医師や専門の相談員が電話で相談に応じます。
期日 11月11日（日）
時間 午前10時～午後3時
相談専用電話 027－290－2920
※秘密は厳守します

相談料 無料
問い合わせ 県精神保健福祉協会事務局（県こころの
健康センター内、蕁027－263－1166）

健康づくり、あなたは何を？
世界保健機構が公表している各国の健康寿命（健康でいら

れる年齢）では、日本は75歳で世界一となっています。生活
スタイルや年齢などによって健康法は違いますが、いつまで
も心身ともに健康で、明るく心豊かに過ごすために、皆さん
は今何をしていますか。これから何をしようと思いますか。

健康の日
毎月第１日曜日は「健康の日」です。「健康の日」は、平成

17年11月に定められ、これまで「健康増進計画」に基づい
て、手軽な運動の紹介や運動を始めるきっかけづくり、食か
らの健康づくりなど健康管理に関するいろいろな事業を行っ
てきました。

健康づくりを実践しよう！
健康づくりには、その大切さを理解するだけでなく、自分

にあった健康法を見つけて継
続していくことが必要です。
本市では、一人ひとりの健康
づくりを応援したいと考えて
います。まず、手始めに「健
康の日」などに行われる行事
に参加してみませんか。
●はつらつ健康教室
11月4日・12月2日・平成20年1月6日・2月3日・3月2日
※3月2日は西部公園だけです
●ウオーキング
平成20年1月20日・3月2日

【健康川柳紹介】
ストレッチ　三日坊主と　言われまい

（国定町二丁目　国定友美さん）
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20
歳
代
か
ら
子
宮
が
ん
が
増
え

て
い
ま
す
。
子
宮
頚け

い

が
ん
の
初
期

は
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
、
発
見

す
る
た
め
に
は
検
診
が
有
効
で
す
。

初
期
の
段
階
で
発
見
さ
れ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
が
治
り
ま
す
の
で
、
対

象
の
人
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

期
日
・
会
場

●
11
月
21
日
（
水
）
＝
境
東
公
民

館●
11
月
22
日
（
木
）
・
26
日
（
月
）

30
日
（
金
）
・
12
月
５
日
（
水
）

＝
境
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の

女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
40
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

※
年
齢
は
平
成
20
年
３
月
31
日
現

在
の
も
の
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚
部
細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診

※
豊
胸
手
術
を
し
た
人
・
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、

医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、

０
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
や
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
受
給
者
証
取
得
者
、

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

母
乳
が
足
り
て
い
る
か
、
ほ
乳

量
を
測
り
た
い
、
卒
乳
し
た
い
な

ど
、
母
乳
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

に
助
産
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

期
日

11
月
30
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
・

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

期
日

12
月
６
日
（
木
）
・
14
日

（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

定
員

70
人
程
度
（
先
着
順
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
の

会
場
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体

験
な
ど
、
２
日
目
＝
講
義
「
妊
娠

中
か
ら
の
食
生
活
」
・
先
輩
マ
マ

と
の
交
流

用
意
す
る
物

１
日
目
＝
バ
ス
タ

オ
ル
、
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用

具
は
毎
回

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

両

親

学

級

母

乳

相

談

子
宮
・
乳
・
甲
状
腺
が
ん

集
団
検
診

・

▲ はつらつ健康教室

健康の日 
24
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40度近くの猛暑が何日
も続いた夏がうそのよう
に、朝晩はすっかり肌寒
くなってきました。冬の
足音が聞こえてきそうな
季候です。
群馬の冬といえば「か

らっ風」。またあの冷たく
て強烈な北風に悩まされ
るのかと思うと、少し憂
うつな気分になってしま
います。
しかし、冬は鍋の季節

でもありますね。家族み
んなで温かな鍋を囲んで、
これからやって来る「か
らっ風」に備えてみては
いかがでしょうか。(多)

33

全力で最高の演技を（あずま中学校）

本年度の全国中学校体操競技大会で、武田一志くん
（あずま中学校3年）が大活躍。得意の跳馬で、伸

身ツカハラ跳びを決め第1位に輝くとともに、個人総合
でも第7位に入りました。
武田くんは、体操の選手だった父親の国広さんの指導

の下、5歳から体操を始めました。現在は、月曜日を除
いた毎日練習をしています。武田くんは「次の目標は、
秋田国体でミスをせず、全力で最高の演技をすることで
す。将来はオリンピックに出場し、金メダルを取りたい
です」と目を輝かせながら、元気に語ってくれました。

キクは「キク科キク属」の園芸用の多年草植
物です。日本の秋を象徴する花で、四季の花の
「秋の花」に選定されました。
華蔵寺公園では、毎年菊花展が開催され、あ

かぼり小菊の里では、色とりどりの約2万株の
小菊が咲きそろいます。どちらも毎年大勢の人
が訪れ、市民に親しまれています。

問い合わせ 地域振興課（内線2443）

市の花は、4つの市町村が合併して1つの新しい伊勢崎市をつくり上げる象徴として、1
年を通して花で飾れる「四季の花」という思いを込め、4つの花（キク・スイセン・ツツ
ジ・サルビア）が選定されました。


